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図示 図面番号

県土整備部 東部県土整備局（徳島庁舎）

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/

川内大代線

板野郡松茂町中喜来（第５号橋）

Ｒ７徳土　川内大代線（第５号橋）

松・中喜来　橋梁修繕工事

・道路中心線が2方向に分かれているため、橋長は橋台直角方向、幅員は橋台方向で表示している。

水道管 100A

水道管 90A
As As As As

管 90A,N=2

橋 梁 補 修 計 画 一 般 図 S=1:100

橋梁補修計画一般図

断面修復工

左官工法

表面保護工

シラン系表面含浸材塗布

断面修復工

乾式吹付工法(鉄筋追加)

水切り設置工

ステンレス製L型同等品

水切り設置工

ステンレス製L型同等品

水切り設置工

ステンレス製L型同等品

水切り設置工

ステンレス製L型同等品

表面保護工

シラン系表面含浸材塗布

表面保護工

シラン系表面含浸材塗布

断面修復工

左官工法

断面修復工
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シラン系表面含浸材塗布

断面修復工

乾式吹付工法(鉄筋追加)

補修工法一覧
補　修　工　法　一　覧

劣化状況 補修工法 備　考部位・部材

うき,鉄筋露出 断面修復工 乾式吹付工法(鉄筋追加)

鉄筋露出 断面修復工
本線1-2 床版

劣化因子の遮断 表面保護工(表面含浸工)

左官工法

本線1-1 床版

シラン系表面含浸材塗布
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伝い水 水切り設置工 ステンレス製L型

劣化因子の遮断 表面保護工(表面含浸工) シラン系表面含浸材塗布

支線1-4 床版

伝い水

劣化因子の遮断

水切り設置工 ステンレス製L型

表面保護工(表面含浸工) シラン系表面含浸材塗布

鉄筋露出 断面修復工 左官工法
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断面修復工

乾式吹付工法(鉄筋追加)

上 部 構 造 補 修 詳 細 図 (1/4)
上部構造(床版下面)乾式吹付工

S=1:30

SD345
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水切り成形

A部
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3
6

2
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H 2 7-D13 X 6070

鉄筋質量表
記 号 径 長   さ 本 数 単 位 質 量 一本当り質量 質   量 摘   要

H 1 D16 2000 31 1.56 3.12 97

H 2 D13 6070 7 0.995 6.04 42

合　計 D16 97 kg

D13 42 kg

総質量 139 kg

95
5
0

150

A 部 詳 細 図 S=1:10

断面修復工(乾式吹付工法)

水切り成形

主鉄筋(補修)D16

鉄筋取付金具

D16用

鉄筋取付アンカー

φ6x45(コンクリート用)

鉄 筋 取 付 参 考 図 S=1:3

・主鉄筋(H1)1本につき2個設置する。

・配力鉄筋(H2)の固定は、番線固定を想定しているが、状況により鉄筋取付アンカー

　で取付けても良い。

注記)

・鉄筋設置条件は以下を基本とする。

　主鉄筋　:D16とし既設主鉄筋の間程度に鉄筋間隔200mmで配筋する。

　配力鉄筋:D13とし鉄筋間隔300mmで配筋し、新設鉄筋(D16)の外側に配筋する。

・はつり深さは、補修深さを基準として施工を実施する。ただし、既設配力鉄筋のかぶりが浅い箇所等は、

　鉄筋裏1cm程度までとし、一律h=95mmとしなくて良い。(既設床版が薄いための対策)

・全面通行止め下での施工を想定している。
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主鉄筋(既設)φ15.2mm

主鉄筋(補修)D16配力鉄筋(補修)D13mm

RC床版

断 面 修 復 工 詳 細 図 S=1:5

乾式吹付(2層)

ポリマーセメントモルタル t=50+45=95mm

コンクリートはつり

乾式吹付工施工フロー

鉄筋防錆処理(防錆材塗布工)
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層
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36

鉄筋ケレン(鉄筋錆落とし工)

乾式吹付工(1層目施工)

打継部処理,鉄筋加工組立

乾式吹付工(2層目施工)

仕上げ
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既設鉄筋

コンクリートはつり工

所定の寸法および表面の劣化

コンクリートの除去

カッター工(端部)

1cm程度

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理

断面修復工(左官工法)

ポリマーセメントモルタル

断
面
修
復
厚

劣化範囲

断面修復範囲
プライマー塗布

現　状

補修要領

補修工法詳細図

断面修復工(左官工法)

既設コンクリート断面欠損部

注記

・断面修復工端部にはカッター切りを行い、フェザーエッジとならない様にすること。

・プライマー塗布前には、塵埃の除去を行うこと。

・鉄筋が腐食している場合は鉄筋の裏側まではつりケレンすること。

・断面修復材は、ポリマーセメントモルタルとし、空隙を作らないように施工すること。

浮き,鉄筋露出調査

断面修復(左官)

断面修復工施工フロー

仕上げ

コンクリートはつり

(カッター工含む)

鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理

(プライマー含む)

S=NTS

断面修復工集計表(鉄筋露出・うき箇所 (防錆処理有))

橋梁名

左官工法 鉄筋ケレン・鉄筋防錆処理：有

本線1-2

部材番号

床版01

小計

記号

S1-

S1-

Ds1

Ds2

幅(m)

0.150

0.250

幅(m)

0.100

0.100

深さ(m)

0.070

0.070

数量

0.001

0.002

0.003

単位

m3

m3

m3

適用

床版01

小計

S1-

S1-

S1-

S1-

S1-

S1-

Ds3

Ds4

Ds5

Ds6

0.100

0.300

1.000

1.000

0.350

0.850

0.100

0.150

0.150

0.100

0.200

0.100

0.070

0.070

0.070

0.070

0.070

0.070

0.001

0.003

0.011

0.007

0.005

0.006

0.033

m3

m3

m3

m3

m3

m3

m3

合計 0.036 m3

Ds7

Ds8

支線1-4
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3
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平 面 図

床版下面

10.40m

6.06m

第5号橋(支線1-4)

上 部 構 造 補 修 詳 細 図 (2/4)
上部構造(床版下面)断面修復工

S=1:50

S1-Ds3 □100x100

S1-Ds4 □300x150

S1-Ds6 □1000x100

S1-Ds8 □850x100

S1-Ds7 □350x200

S1-Ds5 □1000x150

S1-Ds2 □250x100

S1-Ds1 □150x100

各工法の補修厚さは、以下の事項を考慮して決定した。

・左官工法(防錆処理:有)：配力鉄筋の裏側まで t=70mm

補修凡例

図 示

上部構造補修詳細図( 2 / 4 )

図面番号

県土整備部 東部県土整備局（徳島庁舎）

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名
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補修工法 断面修復厚

t=70mm断面修復工(左官工法)防錆処理:有

表示
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上 部 構 造 補 修 詳 細 図 (3/4)
上部構造(床版下面)表面保護工
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DL+7.000m

支間長 3.20m150

橋  長 3.50m

A2(下部工02) A1(下
部工01)

150

本線1-2

DL+7.000m

橋  長 3.05m
A1(下

部工01)A2(下部工02)

150 支間長 2.75m 150

支線1-4

側 面 図 S=1:50

表面保護工(シラン系表面含浸材塗布)

表面保護工(シラン系表面含浸材塗布)

注記)

表面保護工の塗布範囲は、図面表記の斜線部(平面図)である。

2.
35
m

2.
56
m

2.
8 3
m

注記)

表面保護工の塗布範囲は、図面表記の破線(断面図)である。

4

開水路

開
水
路

開水路

　下地処理工

 (サンダーケレン,ワイヤーブラシ等)　        

1

　シラン系表面含浸材塗布

 (アクアシール1400(同等品)

  標準塗布量=0.3～0.5kg/m
2
x1回,刷毛・ローラー)

2

表面保護工 概念図

下地処理工

シラン系表面含浸材塗布

表面被覆工 施工フロー

注記)

使用材料については、上記の案の他、中性化劣化に有効な含浸材を使用すること。

また、土木研究センターの規定・試験等の適合品を使用すること。

表記の同等品は1例であり製品を指定するものではない。

表面保護工数量

補修箇所

支線1-4

合計

面積(m
2
)

13.67

45.00

本線1-2 31.33



実施設計図面

川内大代線

板野郡松茂町中喜来（第５号橋）

Ｒ７徳土　川内大代線（第５号橋）

松・中喜来　橋梁修繕工事

5
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長
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. 5
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m

第5号橋(支線1-4)

第5号橋(本線1-1)
第5号橋(本線1-2)

橋
長
 L
=2.

64m

橋
長
 
L=
3
.1
0m

第5号橋(本線1-3)

A1(
下部工01)

A2
(下

部
工
02
)

A
1
(
下

部
工

0
1
)

A2(下
部
工
02)

A
1(
下
部
工
01
)

A2
(下

部
工
02
)

位 置 図 S=1:200

橋
長
 L
=3
.0
5m

開水路

開
水
路

開水路

下流側 上流側

As As

上流側 下流側

本線1-3

断 面 図 S=1:30

支線1-4

水切り設置工

L型
水切り設置工

L型

水切りL型拡大図

35

100

50

削孔径φ8.5mm,L=35mm

接着剤

エポキシ樹脂 t=2mm

金属アンカー

M8x40

水切り板

L50x50x4(SUS304)

2
5
0

S=1:10

40

250 500 500 250

1500

230 40 460 40 460 40 230

1
2

3-40×12長孔

30
20

5
0

5
0

50

4

4

部材寸法図

S=1:10

40

250 250

1064

230 40 40 230

1
2

2-40×12長孔

L型(本線1-3)

材 料 表

注記)

1)ボルトおよびエポキシ樹脂にて接着すること。

2)端部は、現地計測の上、斜め加工を行うこと。

3)現地計測の上、寸法を決定すること。

水切り工詳細図

282 282

242 40 242

2
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5
0

40

250 500

230 40 460 40 460 40 230

1
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3-40×12長孔
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20

5
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5
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4

部材寸法図

40

250 250

1231

201 40 40 230

1
2

2-40×12長孔

L型(支線1-4)

366 366

326 40 326

2
0

3
0

5
0

250500

29221

1500

名 　称 寸 　法 材   質 備 　　考単位 合 計

L型 50x50x4x1500 個水切り板 2SUS304

L型 50x50x4x1231 個水切り板 1SUS304

M8x40(N,W付) 組打込式アンカー 12SUS304

接着剤 エポキシ樹脂系 kg 0.70

オールアンカー同等品

ロス考慮

水切り板 L型 50x50x4x1064 SUS304 個 1

橋
長
 
L=
3
.1
0m

橋
長
 L
=
3 .
5 0
m

第5号橋(本線1-3)

橋
長
 L
=3
.0
5m

第5号橋(本線1-2)

橋
長
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4m

A1(
下部工01)
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(下

部
工
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)
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(下

部
工
02
)

A
1(
下
部
工
01
)

A
1(
下
部
工
0
1
)

A2(下
部
工
02)

床版下面

第5号橋(支線1-4)

平 面 図

25
6
4

15
00

1
06
4

2731

1231

1500

水切り設置工

L型,L=2.731m

水切り設置工

L型,L=2.564m

上 部 構 造 補 修 詳 細 図 (4/4)
上部構造(床版下面)水切り設置工

S=1:50

図 示

上部構造補修詳細図( 4 / 4 )

図面番号

県土整備部 東部県土整備局（徳島庁舎）

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名
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